










はじめに 

 新生児診療相互援助システム(以下 NMCS と略す)は、大阪府下における新生児医療の「受

け皿」として昭和 52 年 7病院小児科医により発足して以来、61 年現在 20 病院が参加して

できあがった医療システムである。今回はこれら施設の医療資源の現状を分析して、さら

に積極的な活動を展開するため、問題点を検討し施設強化および資源の有効活用するため

の資料の一部とするものである。 

 NMCS における医療資源を人的資源および医療機器の 2 つの面から、昭和 57 年度および

昭和 60 年度の資料を中心に分析した。 


